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女書文化伝承における言語的条件
――方言の官話化問題をめぐって
劉 穎
はじめに
江永女書文化１）の保護は以前から学者たちに指摘され、重要視されて
きた問題の一つである。特に２００４年に、実際に女書文字を用いて女友達
とコミュニケーションを取っていた最後の女書伝承者陽䙬宜２）が亡く
なったことにより、女書文化が瀕死状態にあるという危機感から、女書
文化に対する保護、特に若い世代にこの文化を伝承する問題が重要視さ
れるようになった。湖南省及び現地政府も女書文化を宣伝するために、
女書が盛んに流行していた村を「女書村」に建設したり女書に関する資
料を展示するための「女書園」を建設した。また、女書を学ぶための「女
書学堂」を作り、補助金を与えて現地の女性に学ばせたり、女書を読み
書きできるようになった人に「女書文化伝承者」の称号を与えて称賛し
たりすることによって、女書文化の伝承に大いに力を入れているのであ
る。
現在、女書文化伝承者の称号を与えられた女性は２０歳代～７０歳代にわ
たって８人いる。しかし、同じ女書伝承者であっても、現在の伝承者、
特に新中国３）後に生まれた伝承者と、女書文化が盛んだった時代の伝承
者の生活環境と女書習得の目的はまったく異なるのである。現在の伝承
者はこの文化の価値を認めた上でその保護のために習得しているのに対
して、以前の伝承者は女性間の感情交流のために習得したのである。そ
の違いは女書歌４）の内容からも明らかである。たとえば以前の伝承者の
歌は、昔の「結拜姉妹」５）や「歌堂」６）などの風習に関係する内容や、男
尊女卑の時代に生きた女性の苦しみを描いたものが多かったのに対して、
１５３（２２）
現在の伝承者の歌は、女書文化を讃える内容や女書文化を習得するとき
の感想、または調査に来る女書研究者たちとの友情を書く作品がほとん
どである。この根本的な違いから、現地政府は新中国の成立を境に、そ
れ以前、すなわち女書文化が盛んな時期に女書をマスターした伝承者を
「女書自然伝承者」（以下は「自然伝承者」と略す）と呼び、それ以降に
マスターした伝承者を「女書文化伝承者」（以下は「文化伝承者」と略
す）と呼んで区別することにしている。
さらに、自然伝承者と文化伝承者には、女書歌の創作においても大き
な違いがある。自然伝承者の女書歌には現地の民歌や祭りの歌という、
古来の伝承作品の他に、「三朝書」「結拝歌」や「自伝」などの創作作品
も多くある。また、自然伝承者たちは楽しいときや嬉しいとき、寂しい
ときや悲しいときにも、歌を作ることが最も自分を癒す時間だというの
である。一方、文化伝承者のうち、少女時代に自然伝承者の生活を少し
知っている７０代の３名以外は、自然伝承者のように自分の生活や感情を
女書歌にして表現したり、手に入った女書歌を即座に歌ったりすること
はほとんどできない。つまり、彼女たちは古い作品を写したり、覚えた
女書歌を歌ったりすることしかできないのである。
なぜ、そのような違いがあるのか。その要因を探るには女書歌を創作
するための基本条件から考えなければならない。
１．女書歌創作の基本条件
上述したとおり、自然伝承者は女書文字が書けたり女書歌が歌えたり
するだけでなく、女書歌を創作することができる。一方、文化伝承者の
中では、少女時期に自然伝承者の祖母から女書を学んだ何艶新７）、年少
時に自然伝承者たちが一緒に女紅８）を作りながら、女書歌を歌うのを自
らの目で見ていた何静華９）、兄の周碩沂（現地の女書研究者の第一人
者）に女書を学び身につけた周惠娟１０）の三名を除いては、ほとんど創作
はできず、ただ昔の作品を書き写したり、歌ったりするだけである。４０
歳代の胡美月１１）は、自然伝承者の祖母から女書を習得したが、新中国後
に生まれたことから、女書文化時期の生活を自らは体験したことが無く、
女書歌を創作することはほとんどできない。その理由を聞いたところ、
「作った女書歌を祖母に見せても歌えないと言われたので諦めた」と
１５２（２３）
言っていた。また蒲麗娟１２）は２１世紀に入って母の何静華から女書を習得
している。学び始めたときは創作ができなかったが、学んで１０年近く
なったころ、母親の指導のもとで唯一の作品「勧母親１３）」を創作した。
しかしその他のより若い文化伝承者は新しい女書歌を創作できないだけ
でなく、昔の歌を女書文字で写すことができても即座に歌うことができ
ない状況である。この現象について、著者はいままでの研究と調査から、
女書歌創作条件を次のとおり明らかにした。
その一は、女書歌の歌詞の声調は歌うときのメロディのルールに則っ
ていなければならないことである。女書歌の文体は七言句による詩歌が
主である。上下の対句を単位として綴り、作品の長さには限りがない。
女書歌は、押韻はしないものの、しかしその歌詞の声調には規則性があ
り、無規則に組み合わせているのではない。
その二は、現地の女性たちが女書歌を歌うときに使うのは江永県の優
勢言語の「城関土話」１４）であること。それは中国社会科学研究院語言研
究所研究員の黄雪貞の調査で明らかになっている。
すなわち、女書歌のメロディと歌詞の声調にあるその規則性を知らな
かったり、あるいは城関土話を話せない人は、作品を創作することがで
きないことになる。したがって、女書歌の創作ができない文化伝承者は
上述した二つの条件を備えていないからだと推測される。
このうち、メロディと歌詞の声調との規則性の習得については、著者
がすでに他の論稿で取り上げたため（劉２０１０b）、本稿では、女書歌が
依存する城関土話の使用状況について検討する。
なお、本稿は言語の使用状況を検討するものであることから、男性も
調査と検討の対象に入れることとする。
２．江永県の言語使用状況
江永県は中国の湖南省の南部に位置する。湖南省一帯の多くの地区で
は二種の言語を使う「双語区」１５）になっている。江永県一帯の人々は、
主に現地の方言と西南官話を話す。
しかし、江永県が管轄する村は大部分が交通不便な山地に分布してい
るため、現地の方言と言っても、村によって異なり、非常に複雑である。
加えてその一帯は漢族と少数民族のヤオ族の混在地域でもあるため、言
１５１（２４）
語はさらに複雑になっている。
女書文化はこれらの地域の漢民族の女性の中で流行したのである。女
書歌が依存する言語は江永県の城関土話である。実は女書文化が盛ん
だった地区は中心地区の城関ではないのだが、互いに差異のある村落土
話を避けるために、雅語と認識されていた城関土話を使ったというので
ある。
西南官話は官話方言の一つであり、主に四川・雲南・貴州及びこれに
隣接する湖南・湖北・広西・陝西・甘粛の一部の比較的広い地域に分布
している地方共通語である。江永県方言研究の第一人者である黄雪貞は
西南官話についてこう述べている「漢語の方言において、官話方言の共
通性は高く、その中でも西南官話の共通性が最も高い（黄１９９３）」。
江永県一帯で使われている西南官話には５つの声調があり、城関土話
と比べて声調が２つ少ない。西南官話は、主に非現地の人との交流に使
われているので、女書文化の盛んな時期には人々の交流が必ずしも活発
ではなく、特に女性と外部の人との交流はさらに少なかったため、使え
る人は限られていた。しかし、新中国後、特に経済開発が盛んになって
いる現在では、人的交流が多くなったことにより、現地の優勢言語の城
関土話も、使用範囲の広い西南官話、さらに中国全土で通じる普通話１６）
に取って代わられつつある。そうなれば、間違いなく女書歌の創作、さ
らに女書文化の伝承に大きな影響をもたらすことになる。
そこで、著者は現在の城関土話の使用状況を明らかにするために以下
の調査を行った。
３．城関土話の調査
（１） 調査実施期日と地点
本調査は２００９年１１月１日～２００９年１１月５日に、湖南省江永県瀟蒲鎮
で実施した。
（２） 調査対象
下記のとおり、城関土話を母語とする男女（各１名）を、女書文化が
盛んな時代に近い６０歳代以上、新中国後に生まれた４０歳代前後、経済急
発展の９０年代前後に生まれた２０歳代の３つの年齢層から選び、本調査の
１５０（２５）
対象とした。
① ６０歳以上の年齢層
男性：蒲念先、１９２７年生まれ（８２歳）、瀟蒲鎮蒲家村。高校卒業。農民。
家の人と現地の人とは江永土語で話し、外部の人とは西南官話で
話す。
女性：何静華。１９３８年生まれ（７１歳）。允山県渓州尾村。２４歳の時に瀟
鋪鎮蒲家村に嫁ぎ、現在に至る。高等小学校卒業（初級小学校１
年半、高等小学校２年）。家庭の主婦。結婚前は江永土語のみを
話せたが、嫁いでからは西南官話を習得した。現在では家人・親
戚、或いは現地の人とは江永土語で話し、外部の人とは西南官話
で話す。
② ４０歳前後の年齢層
男性：李建軍。１９７２年生まれ（３７歳）。瀟蒲鎮三元宮村。大学学部卒業。
江永県政府の幹部。家では年齢の高い人や同じ村の人とは江永土
語で話し、現地出身ではない妻や、小学生の子供、及び仕事の時
には西南官話を話す。学校の先生や同級生、外部の人とは普通語
を話す。
女性：何美湘。１９７３年生まれ（３６歳）。允山県層山村。中学校卒業。農
民。年齢の高い人や同じ村の人とは江永土語で話し、村の異なる
人とは西南官話で話す。子供や学校の先生、或いは県外の人とは
普通語で話す。
③ ２０歳前後の年齢層
男性：周濂文。１９８５年生まれ（２４歳）。瀟蒲鎮三元宮村。２００３～２００７年
に深圳で出稼ぎ。中学校卒業。トラック運転手。家人とは江永土
語を話し、県城や他の村の人とは西南官話を話し、学校の同級生
や先生、及び出稼ぎの時には普通語を話す。
女性：王莉。１９８６年生まれ（２３歳）。瀟蒲鎮玉嶺村。２００３～２００５年広州
で出稼ぎ。中学校卒業。家庭の主婦。舅や父母とは江永土語で話
し、県城や他の村の人とは西南官話で話し、学校の同級生や先生、
及び出稼ぎの時には普通語を話す。
（３） 調査内容
『江永方言研究』（黄１９９３）で取り上げられた作品の中から以下の７
１４９（２６）
編を選んだ。（ ）は歌のおおよその内容である。
１）十二月歌（１～１２月の各月に行う行事についての数え唄）
２）女児歌（女の子が１～２０歳までの成長過程についての数え唄）
３）不忘爺娘養育恩（育ててくれた親の恩を忘れてはいけないと世を
戒める歌）
４）伴嫁歌（花嫁を送り出すときに歌う抒情歌）
５）玉蓮観灯（旧正月十五日の灯籠祭りに、遭難した姉妹を助けた若
者を称賛する叙事歌）
６）玉秀探親書（皇帝の妃として入選された玉秀が親族宛てに送った
手紙についての歌）
７）女書的伝説（女書文字の由来についての伝説）
そのうち、１）～４）は現地の民歌、５）と６）は伝承女書歌の代表
作の２篇、７）は女書に関する伝説故事である。この７編の作品は城関
土話の音節がほぼすべて含まれている。（詳細は付録を参照）。
（４） 調査方法
６人の調査対象に、それぞれ上記の文章を読んでもらい、録音した。
被調査者同士が相互に影響を受けないように、調査はそれぞれ個別に
行った。各被調査者の発音のうち、『江永方言研究』の「江永土話同音
字表」（P４１～６１）と異なった発音を、西南官話と北京普通語に分類し、
最後に城関土話・西南官話・北京普通語に発音したそれぞれの比率を集
計し、一覧表にした。
なお、集計にあたっては、以下の点に留意した。
１）同じ字や句を繰り返して読んだ場合は、初めに読んだ発音を採用
する。
２）読めない字や句が現れた場合は、その意味を解釈して、提示する。
もしも提示した意味に多種の発音や言い回しがあるときには、全
ての発音や言い回しを収録し、集計時には原文中の文字と同じ発
音を採用する。もしも元の字と同じ発音がないときには、把握し
ていない語句として集計する。
３）調査資料の本字の方言の発音と異なる発音で読んだものは、たと
え表す意味が同じであっても方言として把握していないものと見
なす。
１４８（２７）
使用言語作品名
（総音節）
土語 西南官語 普通語
音節数 比率 音節数 比率 音節数 比率
十二月歌（８６） ８６ １００％ ０ ０％ ０ ０％
女児歌（１４５） １４５ １００％ ０ ０％ ０ ０％
不忘䙽娘養育恩（１５４） １５４ １００％ ０ ０％ ０ ０％
伴嫁歌（９６） ９６ １００％ ０ ０％ ０ ０％
玉蓮観灯（５０４） ５０２ ９９．６％ ２ ０．４％ ０ ０％
玉秀探親書（９２４） ９１９ ９９．５％ ５ ０．５％ ０ ０％
女書的伝説（７４１） ７４１ １００％ ０ ０％ ０ ０％
使用言語作品名
（総音節）
土語 西南官語 普通語
音節数 比率 音節数 比率 音節数 比率
十二月歌（８６） ８６ １００％ ０ ０％ ０ ０％
女児歌（１４５） １４４ ９９．３％ １ ０．７％ ０ ０％
不忘䙽娘養育恩（１５４） １５２ ９８．７％ ２ １．３％ ０ ０％
伴嫁歌（９６） ９４ １００％ ０ ０％ ０ ０％
玉蓮観灯（５０４） ４９６ ９８．４％ ８ １．６％ ０ ０％
玉秀探親書（９２４） ９２１ ９９．７％ ３ ０．３％ ０ ０％
女書的伝説（７４１） ７３７ ９９．５％ ３ ０．４％ １ ０．１％
４）同じ文字且つ同じ発音である方言を違う発音をした場合は、それ
ぞれカウントする。
５）西南官話と普通語の発音が同じ時は西南官話に入れる。
６）パーセンテージは小数点以下第１位とし、それ以下を四捨五入し
た。
（５） 調査結果
●６０歳代以上の年齢層
表１ 蒲念先の言語使用状況
表２ 何静華の言語使用状況
表１と表２に示されているように、蒲念先と何静華ともにほとんどの
音節を城関土話で発音している。異なっているところをみると、蒲念先
は「玉蓮観灯」の「亮堂」（p１０９）の“亮 ka４４”を“lia４４”と読んで
おり、これは西南官話の読み方である。しかし城関土話の発音から見る
と、ここの“ka４４”の本字は“光”という字の可能性がある。両字の
意味が同じであることから、現地ではどちらも使うことができると考え
られる。また“一般”（p１０９）の“般”は城関土話では“puow４４”と読
１４７（２８）
むべきだが、蒲は“pan４４”と読んでおり、この読み方は西南官話とも
普通語とも同じである。その他“玉秀探親書”中には西南官話の発音が
５箇所あるが、実際には“个”と“有”の二文字は繰り返し現れている
ことである。彼が“个 ie４４”（p１１０、１１１）を“kuo２１”、“有 hou３１”（p
１１４、１１５、１１６）を“iou３１”と読んでいるのはいずれも西南官話の発音
である。
何静華は“女児歌”中の“細紗”（p９２）の“紗 tsai２１”を西南官話の
“sa２１”と、“不忘䙽娘養育恩”中の“魚u４２”（p９３）を西南官話の“yu
４２”と、同作品の“枉費”の“枉 io３５”（P９４）を西南官話の“va４４”
とそれぞれ読んでいる。また、“玉蓮観灯”中の８つの西南官話の読音
では、“鼓楽”（p１０６）の“楽 iou３３”を“l２１”と、“二 na３３”（p１０６、
１０７）を“lia３５”と、副詞の“剛 t 㷡 ia４４”（p１０７）を“ka４４”と、“独
个”（p１０７）の“个 ie４４”を“kou２１”とそれぞれ読んでいる。
この年齢層の人では、城関土話ではない発音が極めて少ないことが見
て取れる。これは彼らの生活環境と大いに関係ある。
蒲念先はこの地で生まれ、育っており、県外に行くこと、特に長期に
わたり村を離れることは非常に少ない。彼の仕事は主に村の会計であり、
接触する人もほとんどが城関土話を話す現地の人である。県外の人との
接触が少ないので、西南官話を話す機会も相対的に見て多くはない。７
編の作品の中で、非城関土話で読んだ発音の比率は１％に達しなかった。
何静華は非城関土話で読んだ発音の比率が蒲念先と比べて５倍以上の
５％前後だが、この中には繰り返し現れた語句を含んでおり、もしこの
ような語句を計算しなければ、彼女の非城関土話発音の音節は、全音節
の０．３％を占めるに過ぎない。何静華が女書歌を創作できるのは、正確
に城関土話の発音ができるからであろう。
１４６（２９）
使用言語作品名
（総音節）
土語 西南官語 普通語
音節数 比率 音節数 比率 音節数 比率
十二月歌（８６） ６８ ７９％ １７ ２０％ １ １．２％
女児歌（１４５） １２６ ８７％ １９ １３％ ０ ０％
不忘䙽娘養育恩（１５４） １１５ ７５％ ３９ ２５％ ０ ０％
伴嫁歌（９６） ７８ ８１％ １８ １９％ ０ ０％
玉蓮観灯（５０４） ４０１ ８０％ １０３ ２０％ ０ ０％
玉秀探親書（９２４） ７５７ ８２％ １６７ １８％ ０ ０％
女書的伝説（７４１） ７０５ ９５％ ３６ ５％ ０ ０％
使用言語作品名
（総音節）
土語 西南官語 普通語
音節数 比率 音節数 比率 音節数 比率
十二月歌（８６） ８３ ９７％ ３ ３％ ０ ０％
女児歌（１４５） １４０ ９７％ ５ ３％ ０ ０％
不忘䙽娘養育恩（１５４） １３９ ９０．３％ １４ ９．１％ １ ０．６％
伴嫁歌（９６） ８７ ９１％ ９ ９％ ０ ０％
玉蓮観灯（５０４） ４５９ ９１．１％ ４３ ８．５％ ２ ０．４％
玉秀探親書（９２４） ８７３ ９４．５％ ５０ ５．４％ １ ０．１％
女書的伝説（７４１） ７０９ ９５％ ３２ ４％ ０ ０％
●４０歳代前後の言語使用状況
表３ 李建嘱の言語使用状況
表４ 何美湘の言語使用状況
表３と表４から、叙述文である「女書的伝説」以外では、非城関土話
発音の比率は６０歳代以上の年齢層との差が大きく、西南官話と読んでい
る音節がかなり増えているということが見て取れる。表３からは、李建
軍は「女書的伝説」以外では、何美湘よりも西南官話の比率がかなり大
きい。その原因の一つは、李建軍が詩歌といった体裁の６篇の歌が不慣
れであるうえに、使用する語彙も日常生活からやや離れていることによ
る。例えば「女児歌」の中に「七歳□□（当てはまる漢字がない。ある
紡績用の工具の意味）。」といった言葉があり、意味としては「女の子は
７歳になったら機織機を使って、布を織ることができるようになる」と
いったものだが、李建軍に限らず、２０歳代の２人の被調査者もその意味
が分からないため、読み上げることができなかった。ただ、機織りは古
くから女性の仕事だったので、何美湘はこの語彙を知っており、城関土
話で発音している。しかし、「十二月歌」では語彙が必ずしも難しくは
ないにもかかわらず、非城関土話の発音が２０％と多かったのは、「十二
月歌」（p９３～９４）中に１３回も繰り返して使われた“月㶻 y３３”という語
１４５（３０）
をあまりにも日常生活で頻繁に使っているので、城関土話ではなく、そ
のまま西南官話の“月 yu３５”と読んだからである。
一方、何美湘は、李建軍ほど西南官話と読んだ音節の比率は大きくな
いものの、６０歳代以上の両者より明らかに高い。彼女も李建軍と同じよ
うに、ところどころ城関土話で発音する条件を忘れ、日常生活で使って
いるように、西南官話か普通話で発音してしまう。例えば、「玉蓮観灯」
中の“剛剛～”（P１０７）は「たったいま～する」という意味で、日常生
活に頻繁に使う語なので、城関土話では“t 㷡 ia４４”と発音するが、何
は普通話の“ka４４”と読んでおり、“一般”（P１０９）の“般 puow４４”
を“pan４４”と、「不忘䙽娘養育恩」中の“恐 t 㷡 ‘ia３５”（P９４）を“k‘o
４４”と西南官話で、“遂 t 㷡ya３３”（P９４）を“suei３５”と普通話で読んで
いる、などである。
何美湘は李建軍と比べて非城関土話の発音が少ないもう一つの原因は、
何美湘の発音の揺れによるものである。彼女は、同じ言葉をあるときに
は城関土話で読み、あるときには非城関土話で読んだため、繰り返しの
比率が李建軍よりも低い。例えば「玉秀探親書」のなかで、「君王」と
いった語彙が度々現れるのだが、李建軍は“王 io４２”の字を全て西南
官話の「va４２」で発音しており、何美湘は時には西南官話の「va４２」
で読み、時には城関土話の「io４２」で読んだりしている。また「入朝
中」の「朝」の字を、何美湘は時には城関土話の「tsiu３３」で読み、時
には西南官話の「ts‘au４２」で読んでいた。しかし李建軍は「朝」の字を
全て西南官話の「ts‘au４２」で読んでいた。
この他、表３と表４からは、何美湘は普通話で読む比率は李建軍より
もやや大きいことがわかる。前に紹介したように、彼女には普通話で学
校教育を受けている小学生の子供がおり、子供と話すときには普通話を
多く使うという。李建軍にも同じ年齢ぐらいの子供がいるが、中国、特
に農村では、父親よりも母親が子供や子供の先生とコミュニケーション
を取る機会と時間がより多いことがあり、普通話を使うことが比較的多
いと考えられる。
●２０歳前後の年齢層
表５と表６の傾向はほぼ一致している。作品ごとの比率の数値は同じ
というわけではないが、西南官話の使用比率も普通話の使用比率も４０歳
１４４（３１）
代以上の年齢層の４名よりも多いことが明らかである。それに、４０歳代
以上の４名と違うのは、二人が西南官話や普通話で読んだ文字が共通し
ている場合が多い。まず、西南官話の発音で読んでいる例をあげると、「不
忘䙽娘養育恩」の中の“言 i４２”（P９４）を、“yan４２”と、“恩情”の
“恩 ai４４”（P９４）を“４４”と、「玉蓮観灯」中の「ますます」という
意 味 の“愁 愁 tso２１tso２１”（P１０６）を“t 㷡 ie４４t 㷡 ie４４”と、“状 t 㷡 iou
５”（P１０６、１０７）を“t 㷡ye４２”と、「玉秀探親書」中の“曾 tsai４２”（P
１０９）を“t 㷡４２”と、両者ともに西南官話の発音で読んでいる。普通
話の例としては、「十二月歌」中の“重陽節”の“重 t 㷡 ia４２”（P９２）
を“ts‘u３５”と、“咾 io４４”（P９２）を“i４４”と、「女児歌」中の“粒
la５”（P９３）を“li３３”と、「不忘䙽娘養育恩」中の“听 ts‘io２１”（P
９４）を“t‘i３３”と両者ともに同じ普通話の発音で読んでいる。
両者それぞれ異なる発音をしたものも多くあるが、上記の例のように、
共通の文字を同じ西南官話か普通話に読む現象から、２０歳代の若い年齢
層において、土話の官話化、または土話の普通話化傾向が見てとれる。
また、この年齢層の二人は、他の年齢層と比較して普通話の発音の占
使用言語作品名
（総音節）
土語 西南官語 普通語
音節数 比率 音節数 比率 音節数 比率
十二月歌（８６） ８３ ９６．５％ ２ ２．３％ １ １．２％
女児歌（１４５） １２１ ８３％ １６ １１％ ８ ５．５％
不忘䙽娘養育恩（１５４） １２３ ７９．９％ ２２ １４．３％ ９ ５．８％
伴嫁歌（９６） ７７ ８０．２％ １４ １４．６％ ５ ５．２％
玉蓮観灯（５０４） ４０９ ８１．１％ ８２ １６．３％ １３ ２．６％
玉秀探親書（９２４） ７６２ ８２．５％ １３７ １４．８％ ２５ ２．７
女書的伝説（７４１） ６６７ ９０％ ５９ ８％ １５ ２％
使用言語作品名
（総音節）
土語 官語 普通語
音節数 比率 音節数 比率 音節数 比率
十二月歌（８６） ８０ ９３％ ５ ５．８％ １ １．２％
女児歌（１４５） １３５ ９３．１％ ６ ４．１％ ４ ２．８％
不忘䙽娘養育恩（１５４） １１２ ７２．７％ ２８ １８．２％ １４ ９．１％
伴嫁歌（９６） ８２ ８５．４％ １２ １２．５％ ２ ２．１％
玉蓮観灯（５０４） ４３３ ８５．９％ ４９ ９．７％ ２２ ４．４
玉秀探親書（９２４） ７２７ ７８．９％ １５５ １６．８％ ４２ ４．７％
女書的伝説（７４１） ６８３ ９２．２％ ４５ ６．１％ １３ １．７％
表５ 周濂文の言語使用状況
表６ 王莉の言語使用状況
１４３（３２）
めている比率が明らかに大きい。周濂文を紹介する資料から以下のよう
なことがわかる。彼は中学卒業後、すぐに深圳に行き４年働いている。
この期間の言語環境は城関土話でも西南官話でもなく、普通話であった。
４年後に江永県に戻り、トラックの運転手になったが、流動性が極めて
高い職業であることから、依然として普通話を使う機会が非常に多い、
と被調査者本人からも確認ができている。一方、王莉は地元で生活して
いるので、比率は周より低いものの、４０歳代の４名よりも普通話の使用
率がかなり高い。
この他、この年齢層の二人の発音には、声調の変化と母音の発音の変
化が認められる。声調の変化は例えば以下のようなものである。使う頻
度のたいへん高い否定副詞の「不」は、城関土話では１３調“mw３１”
と読むが、周と王はともに、４２調“mw４２”で読んでおり、また「尽」
（P１０５）は、城関土話では１３調“tsai３１”で読むが、王莉は２１調“t 㷡 i
２１”で読んでいる。この２つの文字は普通話では第４声降調で発音する。
したがって、この変調はおそらく普通話の影響を受けた結果と考えられ
る。母音発音の変化は女書歌のメロディに影響がないことから、今回の
検討対象から外すこととする。
５．考察と結論
前章の表１～表６の結果からわかるように、６名の被調査者の現在の
言語使用状況はかなり異なっている。作品によって個人差があるものの、
年齢層による傾向がはっきり見て取れる。その傾向をわかりやすいよう
に、以下は６名の調査データに基づいて、城関土話・西南官話・普通話
に分けて、使用状況のグラフで示し、考察する。さらに、インタビュー
でわかった現地の小学生以下の子供の言語使用傾向も視野に入れて結論
を導き出すこととする。
グラフ１から以下のことがわかる。
① ６０歳代以上の年齢層の被調査者は、ともに城関土話の発音がほと
んどである。
② ４０歳代前後の年齢層の被調査者は、女性は男性よりも城関土話の
使用率が高い。
１４２（３３）
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③ ２０歳代前後の年齢層の被調査者は、作品の差はあるが、男女の差
は４０歳代ほど明らかではないと言える。
④ ４０歳代以下の年齢層の被調査者は、６０歳代以上の年齢層の被調査
者と比べて、明らかに城関土話の使用率が低くなっている。
グラフ２から以下のことがわかる。
① ６０歳代以上の年齢層の被調査者は、ほとんど西南官話を使ってい
ない。
② ４０歳代前後の年齢層の被調査者は、男性は２０％近く、女性は１０％
グラフ１ 城関土話の使用状況
グラフ２ 西南官話の使用状況
１４１（３４）
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ぐらい西南官話を使っている。この年齢層では、男性が女性よりも
西南官話の使用率がやや高い。
③ ２０歳代前後の年齢層の被調査者は、男女ともに１０％以上西南官話
を使っており、男女の比率差がそれほどないと言える。
④ ４０歳代以下の被調査者は、６０歳代と比べて西南官話の使用率がか
なり高くなっている。
グラフ３ 普通話の使用状況
グラフ３から以下のことがわかる。
① ６０歳代以上の年齢層の被調査者は、普通話はまったく使っていな
い。
② ４０歳代前後の年齢層の被調査者は、たまに普通話を使っているが、
ほとんど使っていない。
③ ２０歳代前後の年齢層の被調査者は、平均にして５％ぐらい使って
おり、
④ ２０歳代前後の年齢層の被調査者は、作品による使用率の差が見ら
れるものの、普通話の平均値からみるとさほど差がないと言える。
⑤ ２０歳代前後の年齢層の被調査者の普通話の使用は、４０歳代以上の
被調査者よりも、明らかに増加する傾向にあると言える。
このほかに、小学生の子供をもつ４０歳代前後の被調査者の二人に対す
るインタビューの中で以下のこともわかった。彼らは家で子供と交流す
るときは、すでに城関土話を使わず、西南官話か普通話を使うように
なっている。特に小学校の先生との交流は普通話で行うことになってい
ることから、十代以下の子供の方言の使用率がさらに低下していると推
１４０（３５）
測できる。
以上の考察から、次のような調査結果を導き出すことができる。
（１） 城関土話の使用は、年齢層が若くなるにつれて少なくなってい
る。
（２） 城関土話は徐々に西南官話化、さらには普通話化されつつある。
この結果は、学校教育をはじめ、テレビやインターネットなどのメ
ディアの普及によるものであり、すなわち、社会環境やライフスタイル
の変化がもたらしたものである。こうして狭く限られた地域でしか使え
ない方言は、だんだん官話や普通話化されてしまうことになる。
江永県の女書文化はまさにこの地方の主な方言の城関土話に依存して
いる。ところが、この城関土話はいま官話化、さらに普通話化されつつ
ある状態にある。これこそが、現在の若い文化伝承者が自然伝承者のよ
うに女書歌を自在に創作したり吟唱することができない原因の一つだと
考えられる。
おわりに
以上、比較的若い女書の文化伝承者が何故女書歌を創作できないか、
という問題について、その基本条件の一つである城関土話から検討して
きた。
江永県で行った言語調査の結果、城関土話が徐々に官話化、普通話化
されつつあることが明らかになった。このことは、若い文化伝承者達が
女書歌創作のための基本条件を備えなくなってしまったことを意味して
いる。それこそ、彼女たちが女書歌を創作できない原因の一つである。
従って、城関土話の官話化は女書文化の伝承において重大な問題であ
る。いま現在の生活環境の中で、女書文化伝承に必須となる言語的条件
の城関土話をいかに保存し、継承させていくことは今後の大きな課題で
ある。
注
１） 中国湖南省江永県上江墟一帯発見された現地の女性の中でしか伝わって
１３９（３６）
いなかった特殊の文字、その文字で綴った作品及びそれをめぐる社会環境
や風俗習慣などのことを指す。
２）１９０９年生まれ、２００４年逝去。上江墟鎮陽家村出身で、２３歳に銅山嶺農場
河淵村に嫁いだ。１４歳から、興福村の義早早に女書を学んだ。結拜姉妹が
おり、互いに女書で交流する経験があったことから、最後の女書自然伝承
者と見なされている。
３）１９４９年中華人民共和国建国後の中国。
４） 女書作品を指す。ほとんど詩歌の文体であり、七言句の歌が主である。
５） 現地の風習の一つ。互いに血縁関係がないが、仲の良い女性同士の間で
義理の姉妹関係を結ぶこと。
６） 現地の旧い風習の一つである。結婚式の三日前から女性たちが集まって
夜通しして、いろいろな歌を歌い、花嫁を見送る儀式である。その歌堂で
は女書歌も多く歌われるという。
７）１９３８年生まれ。銅山嶺農場河淵村出身で、上江墟鎮普美村には嫁いでき
た。祖母と関連資料から女書を習得した。主な創作作品は４４０句からなる長
編自伝「訴苦歌」であり、他に女書研究者との友情などを歌う短い歌もあ
る。
８） 昔女性のすることだと決められた裁縫や刺繍などの針仕事。
９）１９３７年生まれ。渓州尾村出身。瀟蒲村に嫁いできた。少女の時に叔母か
ら女書歌を学んだ。９０年代後期に、現地の女書研究の第一人者の周碩沂お
よび関連する資料から女書を習得した。主な創作作品は自伝以外に、女書
文化を讃える歌や来訪者との友情を歌うものなど多数ある。
１０）１９４０年生まれ。周家邦村出身（周碩沂の妹）。夏湾村に嫁ぐ。周碩沂が
編集した資料から女書を習得した。創作作品は「同師訪女書」など、女書
研究や習得についての内容が主である。
１１）１９６３年生まれ。浦尾村出身で、夏湾村に嫁ぐ。祖母の高銀仙及び関連資
料から女書を習得した。
１２）１９６５年生まれ。浦家村出身で、村内に嫁ぐ。何静華及び関連する資料か
ら女書を習得した。
１３） 事故で亡くなった息子を偲んで悲しんでいる母親を慰める内容である。
同作品の歌いにくい箇所は母親が直してくれた、と本人が話した。
１４） 現地の人は中心となる地域を「城関」と呼び、そこからそこでの方言を
「城関土語」と呼んだ。
１５） 居住地の方言（当地方言）以外に、官話（共通語）も通用する地区のこ
と。
１６） 中国全土で通じる現代中国語の標準語。
１３８（３７）
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